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要旨･･･この文書ファイルは、中京大学現代社会学部加藤晴明ゼミナールの「個人研究レポート」の執筆要項を兼ねています。発表者は、できるだけこのフォーマットに沿って原稿を作成してください。この執筆要項自体が（ページ数を除き）原稿作成例になっています.

キーワード　マスメディア, インターネット、サブカル, 携帯, 消費文化
１．はじめに

できるだけ、次のフォーマットに従って原稿を作成してください。この執筆要領自体が（ページ数を除き）原稿作成例になっています。

２．レイアウト

 (1) マージン等

・上30mm、下30mm

左25mm，右25mm

・本文1段組

(2) フォント等

・互換性確保とレイアウト保持のために、和文フォントは原則としてMSゴシックを、英文フォントは英文フォントはTims New Roman  (Regular, Bold)  を使用してください。

・タイトル：前に14ptの空の改行を入れる。和文はゴチック14pt，中央揃え，左右各35mmのマージン

・副タイトル：タイトルとのあいだに空の改行はいれない。ゴチック12pt、副タイトルを、「〜」や「—」で囲む。

・著者名：タイトルまたは副タイトルとのあいだに12ptで3行空ける。和文はMSゴシック12pt，中央揃え，左右各35mmのマージン．その下にTimes New Roman 12ptで英文著者名を付す。英文「姓last name」部分は、大文字。
・所属と学籍番号：著者名とのあいだに12ptで1行空ける。和文はMSゴシック9pt，中央揃え，左右各35㎜のマージン．
· 要旨：執筆者所属・学籍番号とのあいだに9ptで1行空ける。要旨は、日本語で記述. ゴチック9ptで要旨と表示した後，適宜空白をあけて　MSゴシック9ptで左右各35mmのマージン．

・キーワード：要旨とのあいだに空の改行は入れない、キーワードは、中央揃え，左右各35mmのマージン．ゴチック9ptでキーワードと表示した後に，適宜空白をあけて,５語以内.

英文の場合： Times New Roman 9pt．

和文の場合：MSゴシック9pt．
・本文：キーワードと本文のあいだに9ptで3行空ける。MSゴシック9pt，段落替えの場合は1字下げ． 

　　　－句読点：，．の組合せ，、。の組合せ，，。の組合せのいずれも可

－節（長い論文の場合には、章）の見出し：ゴチック10pt，左寄せ。前の段落から１行アキ

　　　－小項目（長い論文の場合には、節）の見出し：ゴチック9pt，左寄せ。前の段落からアキ（空の改行）なし

　　　－図, 表, 写真のキャプション：ゴチック9pt，中央揃え

・補注，参考文献の指示：MSゴシック　9ptの右肩上付き1/4角を原則としますが，各学問分野の慣例に従っても構いません．

・補注(必要な場合)：前の段落から9ptで２行あける。“補注”はゴチック10pt，左寄せ，補注自体は，MSゴシック8pt。
・参考文献：前の段落から9ptで２行空ける。“参考文献”はゴチック10pt，左寄せ．参考文献自体は，MSゴシック8pt．
(3) 行数および字数

　本文組は以下のように変更。本文1段組。1ページにつき50字×45行、字送り9pt、行間14..9pt

(4) べ一ジ数

・題目から参考文献までを含めて、全部で○ページ（学年に沿って課された分量）としてください．できるだけ偶数ページに収めるようご協力願います．

(5)ヘッダー

・ヘッダーは、本執筆要項のヘッダーを、左右のページに右寄せでつけてください。上からのヘッダー位置は、 15mm

     MSゴシック、9pt

(6)フッター

・ノンブル（ページ番号）. 下からの位置は15mm、左右中央、MSゴシック9pt。
(7)本文1段組。1ページにつき50字×45行、字送り9pt、行間14..9pt

３．レポートの構成（基本型）
(1) 構成の出だしの節（あるいは章）は、「１．はじめに：研究主題（私の関心）」と書いてください。

(2) 構成の最後の節（あるいは章）は、「○．むすび：研究成果（私の主張）と書いてください。

(3) 構成の中身は、２〜４節（あるいは章）程度に分けてください。

　研究ですので、資料・参考文章集の要素が強いですから、調べたことをクリップしながら、上手に分類し、自分の意見を付けながら、編集・配置してください。。卒論において、使えるような「参照」となる言説・図表をふんだんに盛り込んで膨らませるとよいでしょう。出典は明記しましょう。URLは、（2011/00/00）と参照した日時を記載してください。

　構成は以下のような配置になります。このまま書き込んでも使えます。不要な部分はカットすればよいです。

１．はじめに：研究主題（私の関心）
　本文………・MSゴシック9pt，段落替えの場合は1字下げ．キーワードと本文のあいだは9ptで3行アキ

２．

　本文………・MSゴシック9pt，段落替えの場合は1字下げ．キーワードと本文のあいだは9ptで3行アキ

３．

　本文………
？．むすび：研究成果（私の主張）

　本文………
補注
　補注は論文の最後につけても脚注の形でも結構です．
参考文献

前の文章とのあいだに10ptで２行あける。

パーレン（丸括弧）は半角モノを使用、パーレンの前後は半角アキ、邦訳書誌はパーレンでくくる。邦訳書名、訳者名、邦訳版元名、邦訳発行年の順に表記。ただし各分野の慣例に従ってくださってもかまいません。

1)  田中一 (1997): 情報と情報過程の層序，『社会情報学研究』No.1，pp.3-16．

2)  McLuhan, M. (1962): Understanding Media, McGraw Hill（『メディア論』，栗原裕，河本仲聖訳，みすず書房，1986. ）
資料編
参考文献とのあいだに10ptで３行程度空ける。資料編が長い場合には、改ページして書き出す。

本文…MSゴシック9pt，段落替えの場合は1字下げ．キーワードと本文のあいだは9ptで3行アキ

資料の後ろに、出展を明記しておいてください。参考文献の付け方と一緒です。
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